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【
府
中
国
立
・
書
記
・
前
田
寛

史
通
信
員
】
府
中
国
立
支
部
で
は

10
月
6
日
、
賃
金
対

策
部
と
労
働
対
策
部

合
同
で
「
秋
の
賃
金

行
動
」
を
実
施
。
当

日
は
府
中
市
内
・
国

立
市
内
の
大
規
模
工

事
15
現
場
を
訪
問

し
、
現
場
所
長
や
監

督
と
の
意
見
交
換
を

中
心
に
し
て
現
場
の

実
態
把
握
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

支
部
域
内
で
最
も

大
規
模
な
公
共
工
事
現
場
で
あ
る

府
中
市
新
庁
舎
建
設
で
は
、
こ
れ

ま
で
発
注
者
で
あ
る
行
政
と
の
懇

談
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
今
回

は
行
政
か
ら
の
紹
介
で
元
請
で
あ

る
大
成
建
設（
大
成
・
三
浦
Ｊ
Ｖ
）

と
懇
談
が
実
現
し
ま
し
た
。
最
近

の
業
界
動
向
や
工
事
の
進
捗
状
況

な
ど
で
交
流
し
た
後
、
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
協
約
の
内
容
で
の
対
話

を
進
め
、
協
約
締
結
と
な
り
ま
し

た
。
行
動
総
括
会
議
で
は
「
新
庁

舎
建
設
は
市

民
の
関
心
が

高
い
。
継
続

的
に
懇
談
・

現
場
実
態
の

把
握
を
行
な

う
」
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま

し
た
。

渡
邊
昭
作

労
働
対
策
部

長
は
「
東
京

土
建
を
は
じ

め
と
す
る
建

設
労
働
組
合

は
建
設
現
場

の
安
全
・
衛

生
対
策
や
賃
金
水
準
、
労
働
条
件

の
向
上
を
実
現
す
る
任
務
が
あ

る
。
今
回
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

協
約
を
5
現
場
に
広
げ
た
。
今
後

も
現
場
で
の
賃
金
行
動
を
重
視
し

て
取
り
組
み
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。

都議会に向け抗議の声をあげる東京土建の参加者

10
月
8
日
、
東
京
都
議
会
で
は

午
後
1
時
か
ら
厚
生
委
員
会
が
開

か
れ
、
市
民
団
体
、
労
働
組
合
の

5
1
0
人
（
東
京
土
建
は
28
支
部

2
1
9
人
）
が
都
議
会
前
北
側
歩

道
に
集
結
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
行
動
の
主
催
者
を
代

表
し
て
、
人
権
と
し
て
の
医
療
介

護
東
京
実
行
員
会
の
窪
田
光
さ
ん

が
あ
い
さ
つ
。
「
今
、
都
立
・
公

社
病
院
で
は
約
30
％
を
コ
ロ
ナ
病

床
に
転
換
し
、
ま
た
都
の
専
門
職

員
は
各
機
関
に
支
援
に
赴
い
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
都
立
・
公
社
病

院
は
コ
ロ
ナ
対
応
で
も
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。
す
で
に
独

法
化
さ
れ
た
国
立
病
院
な
ど
は
こ

の
間
の
病
床
削
減
、
人
員
削
減
の

影
響
で
コ
ロ
ナ
病
床
へ
の
転
換
率

は
6
％
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
（
コ
ロ
ナ
対
応
は
採
算
優
先

で
な
い
）
都
立
・
公
社
病
院
だ
か

ら
で
き
た
こ
と
は
明
ら
か
。
独
法

化
は
コ
ロ
ナ
対
応
で
奮
闘
す
る
医

療
従
事
者
に
混
乱
を
も
た
ら
し
、

足
を
引
っ
張
る
だ
け
だ
。
今
、
知

事
が
や
る
べ
き
こ
と
は
都
民
の
健

康
と
命
を
守
る
た
め
に
全
力
を
尽

く
す
こ
と
。
独
法
化
の
暴
挙
に
断

固
抗
議
し
よ
う
」と
訴
え
ま
し
た
。

集
会
参
加
者
は
都
議
会
に
向

け
、
「
金
も
う
け
優
先
の
病
院
に

し
な
い
で
」
な
ど
と
書
か
れ
た
プ

ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
な
が
ら
、
「
都

民
医
療
を
後
退
さ
せ
る
独
法
化
は

ヤ
メ
ロ
」
な
ど
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

ー
ル
を
響
か
せ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
医
療
は

で
き
な
く
な
る

9
月
28
日
に
は
東
京
都
庁
舎
前

で
、
21
年
度
東
京
都
議
会
第
3
回

定
例
会
に
合
わ
せ
た
集
会
を
都
民

連
、
東
京
社
保
協
、
東
京
地
評
の

3
者
共
催
で
開
催
し
、
1
2
0
人

（
東
京
土
建
は
40
人
）
が
参
加
し

ま
し
た
。

各
団
体
か
ら
の
決
意
表
明
で

は
、
コ
ロ
ナ
最
前
線
で
昼
夜
を
分

か
た
ず
奮
闘
し
た
都
庁
職
病
院
支

部
の
大
利
英
昭
書
記
長
は
「
第
5

波
の
8
月
は
『
1
カ
月
間
の
記
憶

が
な
い
』
と
い
う
複
数
の
職
員
が

い
る
ほ
ど
現
場
は
過
酷
を
き
わ
め

た
。
人
手
も
お
金
も
か
か
る
コ
ロ

ナ
医
療
を
、
採
算
優
先
の
独
法
化

病
院
で
で
き
る
わ
け
が
な
い
」
と

批
判
し
ま
し
た
。

小
池
東
京
都
知
事
は
9
月
28
日
に
開
会
さ
れ
た
第
3
回
定
例
都
議
会
に
、
都
立
・
公
社
14
病
院
の

「
地
方
独
立
行
政
法
人
東
京
都
病
院
機
構
」
設
立
の
た
め
の
「
定
款
」
と
そ
の
関
連
議
案
を
提
案
し

ま
し
た
。
独
立
行
政
法
人
化
（
以
下
、
独
法
化
）
す
れ
ば
、
医
療
は
「
採
算
優
先
」
と
さ
れ
、
患
者

負
担
増
、
感
染
症
医
療
の
後
退
な
ど
は
必
至
で
す
。
東
京
土
建
は
労
働
組
合
、
市
民
団
体
と
力
を
合

わ
せ
て
、
「
独
法
化
す
る
な
」
の
声
を
上
げ
、
行
動
し
ま
し
た
。

現場所長からパートナーシップ協約
の文書を受け取る渡邊部長（右）

国分寺駅南口で宣伝する仲間

【
小
金
井
国
分
寺
・
書
記
・
小

野
寺
和
也
記
】
10
月
4
日
、
国
分

寺
駅
南
口
で
最
低
賃
金
の
駅
頭
宣

伝
を
6
人
の
参
加
で
2
年
ぶ
り
に

行
な
い
ま
し
た
。
宣
伝
中
に
2
人

の
市
民
か
ら
「
社
民
党
の
宣
伝
で

す
か
」
「
れ
い
わ
新
選
組
の
宣
伝

で
す
か
」と
声
を
掛
け
ら
れ
、「
東

京
土
建
で
す
。
最
賃
引
上
げ
、
消

費
税
減
税
な
ど
同
じ
思
い
で
運
動

し
て
い
ま
す
」と
対
話
し
ま
し
た
。

宣
伝
に
参
加
し
て
い
た
大
竹
Ｐ
Ａ

Ｌ
会
長
か
ら
は
「
総
選
挙
が
間
近

に
な
り
、
コ
ロ
ナ
で
苦
し
め
ら
れ

続
け
た
市
民
の
政
治
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
」

と
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
支
部
で
は
、
「
仲
間
の
声

で
現
場
を
変
え
よ
う
」
と
群
会
議

な
ど
で
対
話
を
す
す
め
て
き
ま
し

た
。
7
月
に
竹
中
工
務
店
が
元
請

の
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
㈱
現
場
に
2
次

下
請
と
し
て
従
事
す
る
仲
間
（
内

装
）
か
ら
「
労
災
事
故
で
現
場
は

ス
ト
ッ
プ
し
た
が
休
業
補
償
は
な

い
」と
情
報
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
情
報
は
本
部
を
通
じ
て
竹
中

へ
「
現
場
改
善
・
休
業
補
償
」
を

要
請
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
8
月

は
じ
め
に
仲
間
か
ら
「
竹
中
か
ら

『
休
業
補
償
を
払
う
』
と
言
わ
れ

振
込
待
ち
だ
」
と
う
れ
し
い
報
告

が
あ
り
、
8
月
末
に
は
「
約
束
通

り
人
工
60
％
で
振
り
込
ま
れ
た
」

と
確
認
が
と
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
仲
間
の
声
を
集
め
賃

金
引
上
げ
の
運
動
を
広
げ
て
い
き

ま
す
。

「
じ
ん
肺
・
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害

と
す
べ
て
の
労
災
・
職
業
病
の
根

絶
を
」
を
掲
げ
る
全
国
じ
ん
肺
キ

ャ
ラ
バ
ン
は
、
10
月
の
労
働
安
全

週
間
の
開
始
に
合
わ
せ
て
10
月
1

日
か
ら
29
日
ま
で
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
期
間
に
、
関
係
省

庁
、
全
国
の
自
治
体
へ
の
要
請
、

ま
た
宣
伝
行
動
を
行
な
い
ま
す
。

今
回
で
32
回
目
の
行
動
で
す
。

9
月
30
日
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
お

け
る
東
京
で
の
出
陣
式
と
位
置
づ

け
、
新
宿
駅
西
口
で
宣
伝
チ
ラ
シ

を
配
布
し
な
が
ら
、
宣
伝
を
し
ま

し
た
。

全
日
本
建
設
交
運
一
般
労
働
組

合
の
仲
間（
ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
）、

首
都
圏
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
東
京
訴

訟
の
弁
護
士
（
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト

訴
訟
）
ら
が
発
言
す
る
な
か
、
建

設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
3
陣
の
原

告
、
吉
田
重
男
さ
ん（
村
山
大
和
）

は
ア
ス
ベ
ス
ト
製
造
企
業
に
真
摯

な
謝
罪
と
補
償
を
必
ず
さ
せ
る
と

い
う
決
意
と
と
も
に
、
今
後
の
建

設
現
場
の
解
体
工
事
で
の
ア
ス
ベ

ス
ト
被
害
を
広
げ
な
い
た
め
に
自

治
体
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
る

よ
う
に
求
め
て
い
き
た
い
と
、
話

し
ま
し
た
。

こ
の
行
動
に
は
、
全
体
で
約
50

人
、
東
京
土
建
か
ら
は
19
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

9
月
26

日
、
東
京
地

評
第
20
回
定

期
大
会
が
開

催
さ
れ
、
71

団
体
、
代
議

員
2
8
6
人

（
委
任
状
を

含
む
）
が
参

加
し
ま
し

た
。
な
お
昨

年
に
引
き
続

き
、
コ
ロ
ナ

対
策
か
ら
ラ

パ
ス
ホ
ー
ル

と
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
で
の
参
加
人

数
は
限
定
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
「
昨
年
度
の
主
な

経
過
と
2
0
2
2
年
度
方
針
案
」

「
秋
季
年
末
闘
争
方
針
案
」
等
に

つ
い
て
活
発
な
議
論
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
東
京
土
建
か
ら
は
佐
藤

豊
副
委
員
長
が
、
1
万
5
0
0
0

件
（
7
月
末
ま
で
）
を
超
す
相
談

を
展
開
し
た
建
設
ア
ク
シ
ョ
ン
の

活
動
、
13
年
に
及
ぶ
た
た
か
い
で

最
高
裁
で
の
勝
利
判
決
を
受
け
給

付
金
制
度
を
作
ら
せ
た
建
設
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟
の
た
た
か
い
、
ま
た

賃
金
引
き
上
げ
の
運
動
、
公
契
約

条
例
の
前
進
な
ど
に
つ
い
て
発
言

し
ま
し
た
。

新
執
行
部
は
荻
原
淳
議
長
が
再

任
、
東
京
土
建
か
ら
は
白
滝
誠
副

議
長
（
専
従
）
、
小
番
徹
副
議
長

（
非
専
従
）
、
井
澤
智
事
務
局
長

（
専
従
）
、
北
川
誠
太
郎
幹
事
（
非

専
従
）
が
い
ず
れ
も
再
任
さ
れ
ま

し
た
。

発言する吉田さん

都
立
・
公
社
病
院
の
独
法
化
や
め
ろ

都
民
の
命
と
健
康
守
れ

都
民
の
命
と
健
康
守
れ

３２
回
目
の
じ
ん
肺
キ
ャ
ラ
バ
ン

ア
ス
ベ
ス
ト
で
訴
え
る

最
賃
引
き
上
げ
宣
伝

小金井
国分寺

現
場
変
え
る
活
動
で
前
進
も

府中国立

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
約

東京地評が大会開く
佐藤副委員長が代表し発言

５
現
場
に
広
げ
る

求

人

求

職


